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て行い、 AEセンサーで検出した AE波形の増幅は、増幅率 40dBのプリアンプおよびダイナミックレンジ
80dBのLogアンプを用いて行。た。検出波形のディスクリレベノレは 65dBおよび70dBに設定し、ディス
クリレベルをこえかっ波形持続時間が 16μsec以上の波形を AEの1イベントとして記録した。なお、プリ
アンプと Logアンプ問には周波数特性 100kHz~1000 kHzのバンドパスフィノレターが挿入されている。
3 試験結果
図-2にAE累積数および荷重載荷1サイクノレ当たりのAE発生頻度を示す。 (a)は81が50%であり疲労
破壊回数が 329，813回で、あった試験結果、(b)は 81が55%であり疲労破壊回数が 21，327田で、あった試験結果
である。 AE累積数は荷重載荷回数に従い徐々に大きくなり、その増加率は回数が増加するに従い大きくなっ




荷までは 20程度、その後 2万回載荷までは 100程度の頻度になっており、破壊時に 260程度まで急激に増
加していることがわかる c このように、 AE発生頻度の変化は、供試体により具なっていた。
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図-3 AEの波形振幅の変化
図 3に荷重載荷回数と AE波形の振幅分布の関係を示す。図 2 (a)と同じ供試体の結果である。初載荷
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